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研究成果の概要（和文）：　本研究は，グローバルニッチ企業のグローカルな展開の特徴を分析するに当たり，
企業の属性とともに企業間および関係機関（取引先，官庁等）との人的連関（パイプライン）の態様に注目し
た。企業活動におけるパイプラインの重要性に対し近年関心が高まっているが，その議論は抽象的なレベルにと
どまっている。本研究は，地域産業の活性化の観点から雁行形態論とパイプライン論を「関係性概念」により接
合することが有効であるとの考え方の下，グローバルニッチ企業にとって，企業の収益性，戦略性，競争優位
性，国際性が重要であり，地理学的な視点に立てば，適格な情報収集に根ざした内外のパイプラインの構築が肝
要であることを示した。

研究成果の概要（英文）：This study argues glocal business strategies of the global niche firms, 
focusing on attributes of pipelines with other firms and related institutions as well as analyzing 
characteristics of the global niche firms. Although attention towards importance of pipeliens in 
activities of firms has been growing, the discussion seems to remain abstract. Under the assumption 
that it would be helpful to combine the lead-geese theory and the relational concept, this study has
 revealed that profitability of firms, strategy, competitive advantage, and global reach play 
crucial roles for performances of global niche firms and that, from geographical perspectives, 
establishing glocal pipelines based on appropriately-gathered information is critical.

研究分野： 人文地理学

キーワード： グローバルニッチ企業　中小企業　海外展開　パイプライン　バズ　経済地理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　企業活動における人的連関（パイプライン）の重要性に対し近年関心が高まっているが，それらの議論は抽象
的なレベルにとどまっている。本研究の学術的な意義は事例を通し実証的に議論を展開した点にある。具体的に
は，地域産業の活性化の観点から雁行形態論とパイプライを「関係性概念」により接合することが有効であると
の考え方の下，グローバルニッチ企業の特徴を明らかにした。結果として，企業の収益性，戦略性，競争優位
性，国際性が重要であり，地理学的な視点に立てば，適格な情報収集に根ざした内外のパイプラインの構築が肝
要であることを示した。社会的には，グローバルニッチ企業の立地が地域経済活性化の1つの鍵となると言え
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

1980 年代後半以降，日本経済のグローバル化が急速に進行し，日本は国際化の時代を迎

えた。この動きを先導したのは，繊維，自動車，電器といった製造業を中心とする大手企業

であった。しかし，その後中小企業の海外展開も活発になった。その背景には，企業間競争

の激化に伴うコスト削減と新規市場開拓の必要性の高まりがあった。また，日本では，政治

経済機能の東京への一極集中状況がみられるが，大都市圏以外の地方に本拠をおきながら，

国内のみならず世界的にみても高い市場占有率をもち，合わせて積極的な海外展開を行っ

ているグローバルニッチ企業が少なからず存在する。一方，地方では人口減少が続く中で地

域経済が低迷している所が多い。新規企業の立地を誘致すべく，工業団地を整備しても肝心

の企業誘致につながらない事例が散見される。しかし，有力なグローバルニッチ企業が複数

存在する場合は，国内産業や国家経済が順を追って発展するとする雁行形態論（Akamatsu，

1961）を敷衍して，その企業群を中心に新たな産業クラスターを構築することも不可能では

ない。また，産業クラスターにおける企業を中心にした関係主体間の人的ネットワークの重

要性を主張するパイプライン論（Bathelt et al., 2004）を応用し，当該企業群の立地地域と海

外進出先地域の連携を強め，地域全体の国際化を推進することも，地方の地域発展戦略の１

つとして想定できる。 

 

２．研究の目的 

 

現在，日本では，全体として景気は緩やかな回復基調にあるものの，地方では依然経済状

況が厳しい所が多い。そのような状況にあって，中小企業でありながら世界市場で高い競争

力をもつグローバルニッチ企業の存在が注目され，それに着目した研究例も増加している。

本研究は，地方に拠点をおくグローバルニッチ企業の展開とその海外ネットワーク拡大過

程の特徴を，これまで十分に検討が行われてこなかった地理学的視点（企業活動と立地地

域・取引地域との関係性）に立脚して明らかにすることを目的とする。主に経済学・経営学

分野で行われてきた先行研究は，企業自体の特徴に着目したものが多い。しかし，企業が活

動を行うのは具体的な地域であり，地域内・地域間で取引企業や関係機関など様々な主体と

関係を構築している。グローバルニッチ企業の地域展開のメカニズムの解明は，立地地域の

経済活性化戦略の立案に資すると考える。 

 

３．研究の方法 

 

本研究は，申請者が研究代表者として行った平成 19～20，22～24，26～28 年度科研費研

究（基盤(C)）の発展的研究である。それらでは，地場産業の生存戦略として模範となるリ

ーディング企業の存在が重要であることを示した。その一例として，東かがわ地域の手袋産

業において，組合を核とした地域ブランド化戦略と共に，内外の人的パイプラインを有効に



活用し，積極的に海外展開を図る比較的規模の大きな企業と少量の高級・専門品製造に特化

する小規模企業という異種のリーディング企業の存在が当該地場産業の強みとなっている

こと（この点において雁行形態論を応用可能）を明らかにした（Taira,2012;平,2017）。 

経済産業省が 2015 年に発表したグローバルニッチトップ企業 100 社と次点７社を合わせ

た 107 社の立地を見ると，企業数では順に東京都 23 社，大阪府 18 社，愛知県８社と大都市

圏が上位を占めるが，大都市圏以外でも，石川県４社，福井県５社，北海道３社，徳島県３

社とまとまった数を有する県が存在する。地域別で，四国は九州と並ぶ５社を有する（徳島

県３社，香川県２社）。そこで，本研究は四国地方と北陸地方を比較対象地域の候補に選定

し，研究を進めた。 

研究方法として，まず文献・統計資料をもとにグローバルニッチ企業の国内外の動向につ

いて把握した。合わせて，グローバルニッチ企業が多く立地する地域を選定し，予察調査を

行った。つづいて，事例地域の県庁，市役所等の関係資料の収集を行うとともに，複数の事

例グローバルニッチ企業を対象に，経営内容と戦略について調査を行った。具体的には，本

社における聞き取り調査を通じて，経営内容（業務内容，本社機能，従業員構成，企業間取

引，地域との関係など）とその課題について明らかにしようとした。合わせて，東南・南ア

ジアにおける実地調査を行った。具体的には，インドネシアのジャカルタ（2019 年夏）と

インドのデリー（2020 年春）において，JETRO 事務所や日系企業団体などを訪問し，グロ

ーバルニッチ企業を含む中小企業の展開と企業の海外ネットワークの拡大に関する聞き取

り調査を行った。 

一方で，2020 年初頭より新型コロナが世界的に流行し，国内でさえ移動がままならない

状況が長期間続き，現地調査計画の大幅な変更を迫られることになった。2023 年度はじめ

にかけては，現地調査は香川県もしくは近県に限定して行うこととした。2023 年夏にはア

メリカ合衆国中西部において，グローバルニッチ企業を含む中小企業の展開や起業を含む

地元の中小企業の動向について現地調査を行った。 

 

４．研究成果 

 

本研究では，グローバルニッチ企業を，世界市場においてトップシェアかそれにつづくシ

ェアを有する中小企業と定義し，雁行形態論とパイプライン論を，主体間の関係を重視する

「関係性概念」(relational perspective)により接合させて，その「グローカルな展開」の特徴を

明らかにすることを目指した。グローバルニッチ企業のグローカルな展開の特徴を分析す

るに当たり，対象企業の属性とともに，企業間および企業と関係機関（組合，取引先，金融

機関，自治体等）の人的連関（パイプライン）の態様に注目した。企業活動におけるパイプ

ラインの重要性は，Bathelt et al.(2004)ほかが指摘して近年関心が高まっているが，その議論

は抽象的なレベルにとどまっている。本研究は，地域産業の活性化の観点から，雁行形態論

とパイプライン論を「関係性概念」により接合することが有効であると考えた。全体として，

これまでの研究で解明した点（地場産業における規模・戦略を異にする多様な企業の存在，

リーディング企業の存在，組合の戦略の３点の重要性）を踏まえ，本研究はグローバルニッ

チ企業のグローカルな展開に着目し，地方企業・地域産業の生存戦略の導出を目指した。と

ころが，上記したように 2020 年初頭より 3 年以上にわたって新型コロナが世界的に猛威を

振るい，国内外の現地調査の実施が大きく制約されたため，当初の計画を大幅に変更するこ

とを求められた。 



 研究結果は，以下のようにまとめられる。中小企業は，2020 年企業数においては 99.7％，

また従業員数においては 68.8％を占め，日本経済において重要な役割を果たしてきた。その

ような中，経済のグローバル化に対応するため，中小企業が過半を占めるグローバルニッチ

企業は，先導的な役割を期待されている。グローバルニッチトップ企業は，経済産業省が

2013 年度に開始した事業で選ばれた 100 社程度の企業群である。2019 年度にも同事業が実

施され，新たに 100 社程度の企業が選ばれた。グローバルニッチトップ企業は，マーケティ

ングや技術開発を通じた差別化戦略により，市場規模は小さくとも世界に占める市場占有

率が極めて高い製品を保持し，世界のサプライチェーン上で不可欠な存在となっている優

良な企業を指す。選定のポイントは，収益性，戦略性，競争優位性，国際性の 4 点である。 

事例として設定した，四国の香川県，徳島県，そして北陸の福井県の事例企業の調査を通

じて，経営者のリーダーシップと積極的な海外展開，そしてその基盤となるフロンティア・

スピリットが当該企業の成功の鍵であることが明らかとなった。当該企業は，市場で必要と

されるものの大企業が主体的に扱っていないニッチを探し出し，かつ当初より国内市場よ

りむしろ海外市場を目標に入れる傾向がある。具体的には，原材料や部品の調達先，製品の

販売先の開拓のため，国内のみならず，海外の取引先を探索する。国際的な展示会や品評会

に積極的に参加し，新たな取引先を開拓するなど，さまざまなチャンネルを通じてパイプラ

インの構築に努めている状況が確認された。 

地理学的な視点に立つと，首都圏からある程度離れた地域に立地するという環境が，首都

圏に多い大企業との取引に依存せず，直接海外の取引先の開拓を選択させる（海外とのパイ

プラインを構築させる）積極性を誘引しているということもできる。したがって，ここに地

域活性化のヒントを見いだせると考える。実際，例えば，四国経済産業局は，JETRO 香川

やかがわ産業支援財団と協力して，地元の中小企業を対象に海外展開支援セミナーを適宜

開催している。プログラムには，先行事例としてグローバルニッチ企業を招いてその事業を

披露するコーナーが組み込まれ，さらにセミナー修了後は情報交換会の場も設けられて，中

小企業の新たな立地展開を誘導する仕組みも整えられている。これは，バズを生み出す場と

捉えられる。結論として，既存のグローバルニッチ企業が，雁行形態論の先導役としての役

割を果たし，国や地方自治体，地元の経済支援団体などが，当該グローバルニッチが立地す

る地域において当該企業を巻き込んでバズを作る場を提供することで地域経済をグローバ

ルな市場と接続し，ひいては地域活性化につなげる仕組みが構築されることが重要である

といえる。 
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